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Calculated MW:50 kDa; Observed MW:57 kDa
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、約 40 個のアミノ酸モチーフである F ボックスを特徴とする F ボックスタンパク質ファミリーのメンバーをコードします。F ボックスタンパク質は、リン酸化依存性ユビキチン化に機能する SCF (SKP1-cullin-F-box) と呼ばれるユビキチンタンパク質リガーゼ複合体の 4 つのサブユニットの 1 つを構成します。F ボックスタンパク質は、WD-40 ドメインを含む Fbws、ロイシンリッチリピートを含む Fbls、および異なるタンパク質間相互作用モジュールまたは認識可能なモチーフを含まない Fbxs の 3 つのクラスに分類されます。この遺伝子によってコードされるタンパク質は Fbxs クラスに属します。このタンパク質は、Cdc20 と相互作用して後期促進複合体を阻害する有糸分裂調節因子であるアフリカツメガエル初期有糸分裂抑制因子 1 (Emi1) に類似しています。異なるアイソフォームをコードする選択的スプライシング転写バリアントが同定されています。 [RefSeq提供、2008年12月]
	研究分野
	-
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	Emi1 ウサギモノクローナル抗体を 1:1000 で使用して、HeLa,293 細胞抽出物のウエスタンブロット分析を行いました。

